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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 25日 (2007.5.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 操 作 系 統 切 換 手 段 (7)の 選 択 子 (8)を D矢 指 方 向 に 移 動 さ せ て 操 作 系 統 切 換 え 、 詳 細
に 図 示 し な い 操 作 装 置 (L1)に よ り 索 端 金 具 (12)を Ａ 矢 指 方 向 に 引 き 操 作 す る と 、 作 動 選 択
コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (5a)の ケ ー シ ン グ キ ャ ッ プ (11a)は 選 択 子 (8)に 当 接 (図 示 せ ず )し 、
作 動 選 択 コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (5b)の ケ ー シ ン グ キ ャ ッ プ (11b)は 選 択 孔 (8)に 臨 ん だ 状 態
(図 示 せ ず )と な る 。 か か る 状 態 で 操 作 装 置 (L1)に よ り 索 端 金 具 (12)を Ａ 矢 指 方 向 に 引 き 操
作 す る と 、 前 記 作 用 と 逆 に 内 索 (6b)の み が A矢 指 方 向 に 摺 動 し て 索 端 金 具 (13a)に 連 繋 さ れ
た 被 操 作 装 置 (M1)を 遠 隔 操 作 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
一 対 の 操 作 力 分 割 手 段 (101a,101b)は ケ ー シ ン グ (102a,102b)と 該 ケ ー シ ン グ 内 に 摺 動 自 在
に 組 付 け ら れ た 分 割 連 結 子 (103a,103b)と か ら な り 、 一 端 に 操 作 機 器 側 の コ ン ト ロ ー ル ケ
ー ブ ル (104a,104b)が 取 付 け ら れ る と 共 に 他 端 に は 作 動 選 択 コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (105a,1
05b,105c,105d)の 一 端 が 取 付 け ら れ 、 前 記 各 々 の 分 割 連 結 子 (103a,103b)に よ っ て 前 記 各
コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル の 内 索 (106a,106b,106c)と 内 索 (106d,106e,106f)と が 連 結 さ れ て お
り 、 内 索 (106a)と 内 索 (106d)の A又 は B矢 指 方 向 の 摺 動 に よ っ て 内 索 (106b,106c) と 内 索 (1
06e,106f)も 同 方 向 に 摺 動 す る 。 一 方 一 対 の 操 作 系 統 切 換 手 段 (107a,107b)に 対 し て 前 記 作
動 選 択 コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル （ 105a） は 操 作 系 統 切 換 手 段 (107b)に 、 作 動 選 択 コ ン ト ロ ー
ル ケ ー ブ ル (105b)は 操 作 系 統 切 換 手 段 (107a)に 配 索 さ れ 、 他 方 前 記 作 動 選 択 コ ン ト ロ ー ル
ケ ー ブ ル （ 10５ c） は 操 作 系 統 切 換 手 段 (107a)に 、 作 動 選 択 コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (105ｄ )
は 操 作 系 統 切 換 手 段 (107b)に 夫 々 配 索 さ れ 、 操 作 系 統 切 換 手 段 (107a)内 に 摺 動 自 在 に 組 込
ま れ た 切 換 連 結 子 (113a)の 一 方 に は 内 索 (106c,106e)が 、 操 作 系 統 切 換 手 段 (107b)内 の 切
換 連 結 子 (113b)に は 内 索 (106b,106f)が 夫 々 連 結 さ れ る と 共 に 、 前 記 切 換 連 結 子 (113a)の
他 方 に 作 動 選 択 コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (114a)の 内 索 (115a)が 、 前 記 切 換 連 結 子 ( )の 他
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方 に 作 動 選 択 コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (114b)の 内 索 (115b)と が 夫 々 連 結 さ れ て い る 。 更 に 前
記 一 対 の 操 作 系 統 切 換 手 段 (107a,107b)に は 夫 々 選 択 孔 (109a,109b)が 穿 設 さ れ た 選 択 子 (1
08a,108b)が Ｃ 又 は Ｄ 矢 指 方 向 に 摺 動 自 在 に 組 付 け ら れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 3aか ら 図 3dは 一 方 の み の 前 記 操 作 系 統 切 換 手 段 (107a)の 作 動 状 態 を 示 し た も の で あ る 。
図 ３ aは 両 方 の 操 作 装 置 （ L2,L3） に よ っ て 作 動 選 択 コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (105b,105c)を
引 き 操 作 し な い 状 態 を 示 し た も の で あ り 、 連 結 子 (113a)が 従 動 機 器 側 に 停 止 し て い る 状 態
で あ る 。 か か る 状 態 に お い て 、 図 ３ bで 示 し た も の は 操 作 装 置 (L3)に よ っ て 操 作 選 択 コ ン
ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (105b)の 内 索 ( )だ け を Ａ 矢 指 方 向 に 摺 動 さ せ 、 連 結 子 (113a)を 介 し
て 従 動 機 器 側 コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (114a)に よ っ て 従 動 機 器 M3を 操 作 す る 。
こ の 場 合 、 従 動 機 器 側 の コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (105c)の 内 索 ( )は 操 作 装 置 (Ｌ 2)に よ
っ て 引 き 操 作 さ れ て い な い が 、 連 結 子 (113a)に よ っ て Ａ 矢 指 方 向 に 押 さ れ て 移 動 す る と 共
に 、 導 管 (110c)も Ａ 矢 指 方 向 に 押 し や ら れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ cは 操 作 装 置 (L2)の み を 操 作 し た 場 合 を 示 す 。 即 ち 、 操 作 装 置 (L2)に よ っ て 従 動 機 器
側 の コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (105c)の 内 索 ( )を Ａ 矢 指 方 向 に 引 き 操 作 す る が 、 ケ ー シ ン
グ キ ャ ッ プ (111a)は 選 択 子 (108a)に 当 接 し て お ら ず 、 選 択 子 (108a)に 設 け ら れ た 選 択 孔 (1
09a)に 臨 ん で い る の で 導 管 (110c)は 反 力 に よ っ て Ｂ 矢 指 方 向 に 移 動 す る 。 従 っ て 連 結 子 (1
13a)は Ａ 矢 指 方 向 に は 移 動 せ ず 勿 論 従 動 機 器 (M3)を 操 作 す る こ と は 出 来 な い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ３ dは 、 両 方 の 操 作 装 置 （ L2,L3） に よ っ て 作 動 選 択 コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (105b,105c)
を 同 時 に 引 き 操 作 し た 状 態 を 示 し た も の で あ り 、 操 作 装 置 (L2,L3)で Ａ 矢 指 方 向 に 引 き 操
作 さ れ た 内 索 ( ,106e)に 連 結 さ れ た 連 結 子 (113a)も Ａ 矢 指 方 向 に 移 動 し て 従 動 機 器 側
コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル (114a)を 介 し て 従 動 機 器 (M3)を 操 作 す る 。 こ の 場 合 、 導 管 (110c)の
先 端 に 固 着 さ れ た ケ ー シ ン グ キ ャ ッ プ (111a)は 選 択 子 (108a)に 当 接 し て い な い け れ ど も 、
内 索 ( )は 前 記 の 通 り 操 作 装 置 (L2)に よ っ て Ａ 矢 指 方 向 に 引 き 操 作 さ れ て い る の で 導 管
(110c)は Ａ 矢 指 方 向 に 移 動 し な い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ２ 】
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